
の移植は、心臓幹細胞を障害心筋のなかでより多く生存させるために、線維芽細胞増殖因子(bFGF)

という細胞増殖を促す薬剤を含んだブタ皮膚から作ったゼラチンシートと一緒に手術にて移植し

ます。すなわち心臓の 20%程を占める障害心筋組織に心臓幹細胞をくまなく注射によって直接移

植し、その上に bFGF のシートを被せて移植する治療法です。 

 この心臓幹細胞の能力を最大限引き出すことのできる bFGF という薬剤と、心筋細胞を作る能力

の高い心臓幹細胞の移植を組み合わせる事で、壊死した心筋に中に新しい心筋組織を再生させる

治療法で、心臓移植しか残された治療法のない重症の心不全患者さんにとって大きな利益をもた

らす治療法となることが期待されます。 
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